
令和６年度（2024 年度） 日韓文化交流基金 事業実績 

一般会計 

1. 自主事業

（１）第 37 回日韓文化交流基金韓国訪問団

役員・評議員等合計 10 名からなる訪韓団を下記の日程で派遣した。

（日程） 

行事

令和 6 年 

10 月 1 日（火） 

ソウル到着

水嶋光一駐韓国大使表敬

李相禹（イ・サンウ）韓日文化交流基金会長主催晩餐会

10 月 2 日（水） ソウルジャパンクラブ役員との朝食懇談会

国際教育院 韓相信（ハン・サンシン）院長表敬

趙兌烈（チョ・テヨル）外交部長官表敬

基金事業関係者との夕食懇談会

10 月 3 日（木） 帰国 

（２）日韓国交正常化 60 周年プレ事業

トークセッション「日韓×わたしたち」 開催

 令和 6 年 9 月 6 日 

＊会場（国際文化会館講堂）及びオンラインのハイブリッド形式で開催 

  参加者 82 名 

   ＜パネリスト＞  

・権容奭    一橋大学大学院法学研究科准教授 

・成川彩    韓国在住文化系ライター 

・伊藤晃輝    大学生（高麗大学政治外交学科） 

・李叡琳       大学生（明治大学商学部）  
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2. 賛助会員制度
（１）加入（会費：一口 1 万円）の状況（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）

種別（年会費） 人数/法人数 口数 金額 

① 特別会員（３口以上） 5 名 15 口 150,000 円 

② 個人会員（１口以上） 35 名 37 口 370,000 円 

③ 法人会員（５口以上） 1 団体 5 口 50,000 円 

計 40 名 
1 団体 

― 570,000 円 

（令和 7 年 3 月 31 日現在有効会員） 

①特別会員（五十音順）

鹿取克章（3） 古賀信行（3） 中江新（3） 馬定延（3） 渡辺浩（3） 

 計 5 名 

②個人会員（五十音順）

阿部孝哉 安倍誠 飯島渉 磯崎典世 稲葉真岐子 

林在圭 内田富夫 小野正昭（2） 菅野修一 木畑洋一 

小林直人 小針進 高麗文康 坂井俊樹 阪田恭代 

酒勾康裕 櫻井浩 佐藤俊行 白川豊 塚本壮一 

陽清学園  

津谷正毅 
都恩珍 西澤豊 波田野節子 

墨の美術館 

濱﨑道子 

日本民藝館 

館長深澤直人 
福原裕二 藤田昭造 藤本幸夫 堀泰三 

松井貞夫（2） 向修一 吉岡雅子 余田幸夫 和田とも美 

計 35 名 

③法人会員

和光物産株式会社（5） 

  計 1 団体 
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（２）会費収入の使途

（ⅰ）【日韓国交正常化 60 周年記念講演会】

・令和 7 年 3 月 1 日 参加者：75 名

＊会場（日韓文化交流基金会議室）及びオンライン配信のハイブリッド形式

「日韓国交正常化６０周年と日韓交流」

（講師：西野純也 慶應義塾大学法学部教授、同大学東アジア研究所所長）

（ⅱ）【学術定期刊行物助成】 

当基金学術定期刊行物助成事業の対象刊行物 2 点に対する助成金（400,000 円）と

して活用した。 
書名 申請団体 

『韓国朝鮮の文化と社会』第 23 号 韓国・朝鮮文化研究会 
『現代韓国朝鮮研究』第 24 号 現代韓国朝鮮学会 

3．外務省からの受託事業 

「日韓歴史家会議」 

プログラム名 開催日 会 場 

講演会「歴史家の誕生」 令和 6 年 11 月 16 日 東京* 

第 24 回会議 
「描かれた歴史―表象の歴史学

をめぐって」 
参加者：日本側 16 名 韓国側 

18 名 

令和 6 年 11 月 16 日～17 日 
ホテルマイステイズ

御茶ノ水

*会場参加のほか、一部はオンラインにて参加 
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第１特別会計 

日韓学術文化・知的交流事業 

1. 助成事業

1 次採用及び 2 次採用 合計 31 件 
No. 事業名 申請団体 実施期間 

1 在韓日本人女性施設ナザレ園のハルモニ

たちを記憶する写真展 
鹿児島韓国研究会 令和 6 年 5 月 31

日～6 月 5 日 

2 パワーアッププロジェクト ～交流・体験・発

信～    琵琶湖編 

TANAKAMI こども環

境クラブ 

令和 6 年 7 月 19

日～22 日 

3 青少年日韓音楽交流会 SPIELRAUM 令和 6 年 7 月 26

日～29 日 

4 北東アジア学生ラウンドテーブル 2024 北東アジア学生ラウ

ンドテーブル

令和 6 年 8 月 4

日～13 日 

5 第 39 回日韓学生会議夏季東京交流大会 第 39 回日韓学生会

議 

令和 6 年 8 月 7

日～16 日 

6 日韓ユース文化交流事業 一般社団法人 SGSG 令和 6 年 8 月 7

日～11 日、10 月

30 日 

7 令和 6 年度日韓青少年対話型交流事業 令和 6 年度日韓青少

年対話型交流事業委

員会 

令和 6 年 8 月 19

日～22 日 

8 日韓中学生ホームステイ交流 水南国際交流委員会 令和 6 年 8 月 22

日～25 日、令和 7

年 1 月 23 日～26

日 

9 マダン：民衆が共集する広場 マダン劇プロジェクト

実行委員会

令和 6 年 8 月 25

～26 日、12 月 20

～21 日、令和 7

年 2 月 1 日 

10 日韓シンポジウム「台所の歴史―近・現代」 家具道具室内史学会 令和 6 年 8 月 27

日～31 日 

11 日韓和太鼓交流 福岡和の祭典実行委

員会 

令和 6 年 8 月 30

日～9 月 1 日 

12 ガラス造形による日韓交流プロジェクト ガラス造形国際交流

会 

令和 6 年 9 月 18

日～20 日 
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No. 事業名 申請団体 実施期間 

13 日韓藝術通信 Voｌ.9「カッカプコ モルダ モ

ルゴ カッカプダ 近くて遠い、遠くて近い」

日韓藝術通信実行委

員会 

令和 6 年 9 月 21

日～10 月 1 日 

14 「日韓交流おまつり２０２４ in Seoul」米良美

一 派遣事業 
合同会社 ラ・メーラ 令和 6 年 9 月 22

日 

15 「日韓交流おまつり２０２４ in Seoul」孝藤右

近 派遣事業 
株式会社 Cool Japan 

Entertainment 
令和 6 年 9 月 22

日 

16 九州韓国研究者フォーラム日韓学術交流 九州韓国研究者フォ

ーラム 

令和 6 年 9 月 27

日～29 日、10 月

28 日～30 日 

17 日本韓国現代作家交流事業 2024 －アー

ティスト・イン・レジデンス及び展覧会－

一般社団法人ＩＫＵＨ

ＡＲＴ企画 

令和 6 年 10 月１

日～11 月 30 日 

18 日韓舞台芸術交流プログラム-対話- 一般社団法人 MMST 令和 6 年 10 月 12

日～27 日 

19 茨城県立竹園高校トンシン科学高校相互

交流 

茨城県立竹園高等学

校 

令和 6 年 10 月 22

日～25 日 

20 第 30 回稲尾杯日韓親善障がい者ソフトボ

ール大会並びに稲尾和久氏 17 回忌追悼

セレモニー

NPO 法人日韓障がい

者交流協会ふくおか 
令和 6 年 10 月 26

日～28 日 

21 宗像 CSR 日韓環境国際交流 宗像 CSR 推進実行

委員会 

令和 6 年 11 月 1

日～2 日 

22 対馬の歴史と文化と自然を知る日韓ユー

ス・ワークショップ 2024

朝鮮文化財ワークシ

ョップ実行委員会 

令和 6 年 11 月 8

日～13 日 

23 美しい韓国書芸の世界ー仙台展 ―書道

を通じて世界と触れ合おう 

東北日韓友好交流連

合会（TOFA） 

令和 6 年 11 月 21

日～27 日 

24 2024 年度 (第 35 回) 獨協インターナショナ

ル・フォーラム

獨協大学国際教養学

部 

令和 6 年 12 月 12

日～15 日 

25 第２回 子どもの眼で世界を観る実践探求 特定非営利活動法人 

日本セラプレイ協会 
令和 6 年 12 月 25

日～30 日 

26 日韓歴史教育者交流シンポジウム 歴史教育者協議会日

韓交流委員会 
令和 7 年 2 月 6

日～10 日 

27 日韓学生会議 日本国際学生協会 令和 7 年 2 月 8

日～13 日 
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No. 事業名 申請団体 実施期間 

28 チャレンジ「韓国の子どもたちの心をつかむ

劇を届けよう！」

中部大学劇団くれよ

ん 
令和 7 年 2 月 12

日～13 日 

29 共通の課題解決のための日韓大学生セミ

ナー２０２４

日韓大学生セミナー

実行委員会 
令和 7 年 2 月 18

日～20 日 

30 令和 6 年度（2024）静岡・釜山新朝鮮通信

使友好事業 
一般財団法人静岡市

国際交流協会 
令和 7 年 2 月 19

日～23 日 

31 第 12 回東アジア音楽祭 2025in ヒロシマ＜

ヒロシマからのメッセージ”日本と韓国の友

好と創造の祭典”＞

一般社団法人ヒロシ

マ・ミュージック・プロ

ジェクト

令和 7 年 3 月 9

日 

2. 学術研究者交流事業

（ⅰ）招聘     1 次採用及び 2 次採用 合計 17 名

No. 氏 名 研究テーマ 受入機関 期 間 

1 呉允禎 今和次郎の考現学における「非文字表

現」の方法論的意義 
東京大学大学

院人文社会系

研究科文化資

源学研究室 

令和 6 年 4 月 1 日

～9 月 27 日 

2 河棕文 文化財と韓日関係 学習院大学文

学部史学科 
令和 6 年 4 月 22

日～7 月 20 日 

3 金知原 日本の植民地帝国大学をめぐる「同床

異夢」 

東京大学大学

院総合文化研

究科 

令和 6 年 5 月 6 日

～11 月 1 日 

4 李尚祐 グローカルな都市地域づくり：なぜ日系

資本は、韓国の国際都市に集まったの

か？ -韓国における仁川経済自由区

域の松島国際都市と日本における京浜

臨海部ライフイノベーション国際戦略総

合特区・関西イノベーション国際戦略総

合特区の神戸医療産業都市地区を中

心に-) 

神戸大学大学

院国際協力研

究科 

令和 6 年 5 月 17

日～9 月 13 日 

5 金文子 秀吉の文書と壬辰戦争 立命館大学文

学部 
令和 6 年 6 月 7 日

～9 月 4 日 
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No. 氏 名 研究テーマ 受入機関 期 間 

6 金仙煕 「境界」地域における地域活性化研究

－歴史・文化遺産の現在的活用と関連

して  

青森大学社会

学部 

令和 6 年 7 月 1 日

～8 月 15 日 

7 趙眞九 韓日安保協力研究 東京大学東洋

文化研究所 
令和 6 年 7 月 1 日

～8 月 25 日 

8 張恩惠 東北アジアにおける新石器文化の形成

過程 

東京大学大学

院人文社会系

研究科 

令和 6 年 7 月 1 日

～12 月 27 日 

9 鄭美娟 近世やまと絵と贈朝屏風 東京大学大学

院人文社会系

研究科 

令和 6 年 10 月 1

日～令和 7 年 3 月

29 日 

10 金漢正 北東アジア平和増進のための日米韓協

力方案 
早稲田大学社

会科学総合学

術院 

令和 6 年 10 月 4

日～令和 7 年 3 月

18 日 

11 辛貞和 日本・韓国・北朝鮮関係の変遷と特徴 広島市立大学

広島平和研究

所 

令和 6 年 10 月 9

日～令和 7 年 1 月

6 日 

12 全鎭浩 日本と韓国の核潜在力の比較と原子力

協力 
文京学院大学

外国語学部 
令和 6 年 10 月 14

日～令和 7 年 1 月

24 日 

13 李京在 1970 年代前半における韓日文学の交

流の様相に関する研究：「朝鮮文学の

会」を中心に 

東京大学大学

院総合文化研

究科 

令和 6 年 11 月 1

日～令和 7 年 1 月

29 日 

14 金志英 日本の防衛産業と政策の進化：地域安

全保障への影響と日韓防衛産業協力

の可能性についての分析 

慶應義塾大学

法学部政治学

科 

令和 6 年 11 月 5

日～令和 7 年 3 月

31 日 

15 金炫石 日系新宗教における日・韓の宗教と社

会の変容と現在―創価学会と天理教を

中心に― 

京都府立大学

文学部歴史学

科 

令和 6 年 11 月 18

日～令和 7 年 2 月

21 日 

16 申知瑛 在日朝鮮人集住地区における女性と動

物 ――人／種主義からはみだしたアジ

ア流民のポストメモリー

同志社大学社

会学部 

令和 6 年 11 月 29

日～令和 7 年 2 月

24 日 

17 朴泰圭 日本の舞楽研究－高麗楽「崑崙八仙」

の源泉探求を中心に 

三田徳明雅楽

研究会 

令和 6 年 12 月 23

日～令和 7 年 2 月

20 日 
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（ⅱ）派遣 1 次採用及び 2 次採用 合計 3 名 

No. 氏 名 研究テーマ 受入機関 期 間 

1 キム・ソニ

ア

在韓在外同胞教育における「社会化」

に関する教育社会学研究－在日コリア

ン母国修学制度を中心に

国立公州大学

校人文社会科

学部地理学科 

令和 6 年 4 月 5

日～10 月 1 日 

2 佐藤雪絵 1980 年代韓国女性運動における「過去

清算」の政治思想史：対米認識の変容

に着目して 

ソウル大学校

日本研究所

令和 6 年 5 月 1

日～9 月 30 日 

3 山下慶 現代韓国の教育における軍事文化とそ

の涵養－高校教育を中心に－ 

全北大学校人

文大学考古文

化人類学科 

令和 6 年 7 月 12

日～7 月 28 日 

3. 情報広報事業

（ⅰ）広報誌 

  「日韓文化交流基金ＮＥＷＳ」第 101 号を令和 7 年 2 月末に刊行 

（ⅱ）ウェブサイト 

  事業の広報・情報提供を目的にウェブサイトを運営している。 

更なる利便性向上を目指し、リニューアルを実施した（リニューアル後のサイトは令和 7 年 3 月

11 日に公開）。 

（ⅲ）エックス（旧ツイッター） 

基金ウェブサイトの更新情報や各種行事の参加募集案内に加え、事業の様子などを短い説明

と写真等を用いて、可能な限りタイムリーに発信している。 

登録者数は 1,972 名（令和 7 年 5 月 29 日現在）。 

（ⅳ）フェイスブック 

  事業実施の様子などを写真と文章で紹介している。 

登録者数は 1,043 名（令和 7 年 5 月 29 日現在）。 

（ⅴ）インスタグラム 

令和 6 年 3 月よりアカウントの運用を開始。事業の様子などを写真・動画等を用いて可能な限

りタイムリーに発信している。 

登録者数は 283 名（令和 7 年 5 月 29 日現在）。 
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4. 人的交流事業

日本の高校生、大学生や教員を韓国へ派遣し、各種視察、関係者との懇談及び交流を通

じて、日韓間の相互理解と信頼関係の増進に寄与することを目的とする交流事業を実施。 

   合計 5 団体 229 名 

№ 案件名 人数 期間 

1 日韓学術文化交流事業訪韓団 49 
令和 6 年 8 月 18 日～24 日、 

6 泊 7 日間 

2 大学生訪韓団 30 
令和 6 年 9 月 20 日～28 日、8 泊 9

日間 

3 高校生訪韓団（第 1～3 団） 150 
令和 6 年 11 月 3 日～9 日、6 泊 7

日間 
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第 12 特別会計（JENESYS2024） 

(１)招聘・派遣事業  招聘計 10 団体 342 名、派遣計 2 団体 89 名 合計 12 団体 431 名

№ 案件名 招聘 派遣 期間 

1 日韓学術文化交流事業訪日団（第 1～2

団） 

61 令和 6 年 6 月 11 日～19 日、8 泊

9 日間 

2 韓国大学生訪日団（第 1～2 団） 90 令和 6 年 6 月 25 日～7 月 3 日、8

泊 9 日間 

3 在韓公館選抜 韓国青年訪日団（第 1～2

団） 

61 令和 6 年 7 月 24 日～8 月 1 日、8

泊 9 日間 

4 外務省外交部相互派遣 韓国大学生訪日

団 

30 令和 6 年 11 月 6 日～14 日、8 泊

9 日間 

5 在外公館選抜 韓国青年訪日団（第 3～5

団） 

100 令和 7 年 2 月 11 日～19 日、8 泊

9 日間 

6 大学生訪韓団（第 1～2 団） 89 令和 7 年 3 月 9 日～15 日、6 泊 7

日間 

（２）フォローアップ事業  韓国側 401 名、 日本側 7 名 合計 408 名 

№ 案件名 既招聘者 既派遣者 期間 

1 JENESYS 韓国青年訪日団同窓会 379 - 全 6 回（令和 6 年 8 月 14・21 日, 令

和 7 年 2 月 20･27 日、3 月 8・22 日） 

2 2024 日韓次世代会議（オンライン） 22 7 全 2 回（令和 6 年 11 月 23 日・令和

7 年 2 月 15 日） 

第 13 特別会計（JENESYS2022 PhaseⅡ補正予算） 

招聘事業     1 団体 10 名 

№ 案件名 招聘 派遣 期間 

1 在韓日本大使館公報文化院リ

ポーター訪日団 

10 令和 6 年 9 月 27 日～10 月 3 日、6 泊 7

日間 

10



第 14 特別会計（令和 5 年度補正予算） 

招聘事業   9 団体 338 名 

№ 案件名 招聘 派遣 期間 

1 韓国ジャパンリポーター訪日団（第 1 団） 37 令和 6 年 7 月 9 日～17 日、8

泊 9 日間 

2 韓国高校生訪日団（第 1～3 団） 150 令和 6 年 9 月 22 日～28 日、6

泊 7 日間 

3 韓国ジャパンリポーター訪日団（第 2～5

団） 

121 令和 7 年 1 月 14 日～22 日、8

泊 9 日間 

4 韓国ニューリーダー訪日団 30 令和 7 年 2 月 4 日～12 日、8

泊 9 日間 
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